
株式会社シンプレクス・テクノロジー 東証１部：4340
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プロフィール

1997年9月、日本の金融機関の再生を支える
“純国産・日本発”の金融ハイテクベンチャーを設立

■アンダーセンコンサルティング

(現アクセンチュア）

金融機関向けシステムコンサルティング

■ソロモン・ブラザーズアジア証券

（現日興シティグループ証券）

トレーディング部門システム統括

金子 英樹

株式会社シンプレクス・テクノロジー
代表取締役社長

（昭和38年生、46 歳）

1997

2002

2004

2005

1997年9月 会社設立

2002年2月 JASDAQ上場

2004年5月 東証二部上場

2005年9月 東証一部上場
（会社設立から7年11ヶ月）

2009
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シンプレクス・テクノロジーとは

最先端金融ハイテクベンチャー

金融業界・金融フロンティア領域に特化

金融工学・金融業務知識・IT技術をすべて兼ね備える

最新の
金融工学

最新の
金融工学

高度な
IT技術

高度な
IT技術

金融
業務知識

金融
業務知識

金融フロンティア領域とは；
金融機関が戦略的なIT投資によって収益向上を図ろうとする領域
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売上高・営業利益の推移

20,000

15,000

10,000

5,000

0

6,000

4,500

3,000

1,500

0

単位：百万円 単位：百万円

売上高 営業利益

00年
3月期

01年
3月期

02年
3月期

98年
3月期

99年
3月期

売上高

営業利益

※ 2012年3月期見通しは、業績目標（売上高150～200億円、経常利益50～60億円）
の中間値で表示しています

第一次中期事業計画

03年
3月期

04年
3月期

05年
3月期

06年
3月期

07年
3月期

第二次中期事業計画

～ ～

12年
3月期

（計画値）

09年
3月期

08年
3月期

10年
3月期

(見通し）

売上高

営業利益

営業利益率

2009年
3月期（実績）

2,522

11,942

21.2%

3,030

14,500

20.8%

2010年
3月期（見通し）

1,8101,189当期純利益

（単位：百万円）

330円260円配当金
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事業領域：金融フロンティア領域について

金融フロンティア領域とは；

金融機関が戦略的なIT投資によって収益向上を図ろうとする領域

「金融ノウハウ」と「最先端IT」を融合した高度なシステムが求められる領域

参入障壁の高い領域

シンプレクスの顧客別売上構成比金融フロンティア領域の市場規模

500推定 億円 119 億円

証券会社

150億円

100億円

バイサイドその他
銀行・信託

250億円

（2009年3月期）

証券会社

62億円

銀行・信託

27億円

30億円

バイサイドその他
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事業内容と特徴

SI事業とは：システム・インテグレーション（System Integration)事業の略称です。
UMS事業とは：ユニバーサル・マーケット・サービス(Universal Market Service）事業の略称です。

［ 既存事業領域 ］ ［ 新規事業領域］

金融フロンティア領域

（ユニバーサル・マーケット・サービス事業）（システム・インテグレーション事業）

労働集約型を特徴とする
受託開発型ビジネス

フロー型収益モデル

先行投資を必要とする
サービス提供型ビジネス

ストック型収益モデル

収益力を高めるため
成功報酬型課金モデルを採用

収益力を高めるため
システム著作権を獲得

売上総利益率：40% 売上総利益率：50～60%
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SI事業の特徴

■コンサルティングからシステム開発、運

用・保守までを一貫して自社で担当

■高品質・高コストパフォーマンスな金融

システムを顧客へ提供

■競合他社の持ち得ない「金融ノウハウ」

と「最先端IT」が競争優位の源泉

■システムの付加価値を顧客に理解しても

らうことで著作権を獲得することに成功

ノウハウ集約型モデルを特徴とする受託開発型ビジネス

※著作権を当社が保持することで再利用が可能となるシステム部品群のことを「シンプレクス・ライブラリ」と呼んでいます

※

特徴１：一貫開発体制

特徴２：システム著作権の獲得
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SI事業における当社ポジションと課題

SI事業の課題

圧倒的な高利益率を誇る
金融フロンティア領域No.1の
システム・インテグレータへ成長

■フロー型（売り切り型）ビジネスのため、収益基盤が不安定

■利益率向上の限界

■優秀な人材の大量確保が難しい状況が、成長のボトルネックに

SI事業における当社ポジション

※出典：「2007年版情報サービス産業基本統計調査」 ならびに有価証券報告書等から当社作成

※
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UMS事業の特徴

■自社保有システムを継続的にサービス

提供するため収益基盤が安定化

■自社保有システムを開発するために

先行投資が必要不可欠

■顧客のビジネスの拡大と自社の収益が

連動するWin-Winの関係を実現

■高付加価値なサービスを提供することで

SI事業よりも高い利益率を実現

特徴１：ストック型収益モデル 特徴２：成功報酬型課金モデル

SI事業の課題を補填するサービス提供型ビジネス

※SPRINT（スプリント）とは、UMS事業の主力事業である個人投資家向けインターネット取引サービスを指します
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UMS事業 主力サービスのご紹介：SPRINT

■特徴１：多彩な注文・分析機能を搭載

■特徴２：パソコンや携帯電話から多彩な商品を簡単・すばやく取引可能

個人投資家向けインターネット取引サービス：SPRINT

メイン画面 テクニカルチャート スピード注文画面
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※リッチクライアントとは、専用のソフトウェアをダウンロードすることで高い操作性・表現力・機能性を実現するアプリケーションの総称です

多彩な対応商品・チャネルと豊富な実績を誇るSPRINT

対応商品

対応チャネル

■株式（現物・信用）
■先物・オプション
■外国為替証拠金取引（FX）
■債券

■リッチクライアント版（パソコン）※

■リッチクライアント版（携帯電話）
■ウェブブラウザ版

導入実績 （17社）

■株式（現物・信用）／先物・オプション
オリックス証券、ジョインベスト証券
松井証券、先物系証券会社1社

■外国為替証拠金取引（FX) 
インヴァスト証券、光世証券、
コスモ証券、ジョインベスト証券、
スター為替、住信SBIネット銀行、
そしあす証券、ソニー銀行、ひまわり証券、
マネックスFX、マネーパートナーズ、
三菱商事フューチャーズ証券、
豊商事、ユニマット証券

■債券
オリックス証券

（2009年9月現在 敬称略 会社名50音順）

UMS事業 主力サービスのご紹介：SPRINT



第二次中期事業計画について
（2008年3月期～2012年3月期）
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シンプレクス・テクノロジーの成長戦略

第二次中期事業計画
（2008年3月期～2012年3月期）

会社としての基盤整備

1998/3 2007/32002/3 2012/3

金融フロンティア領域の
ユニバーサルプレーヤへ

金融フロンティア領域No.1の
システム・インテグレータへ

SI事業に特化し、金融フロンティア領域において

No.1のシステム・インテグレータへ成長

第一次中期事業計画
（2003年3月期～2007年3月期）

収益基盤の安定化と高利益率を実現する

UMS事業を、SI事業に並ぶ主力事業に成長させる
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第二次中期事業計画の業績目標

※UMS事業向け先行投資として、5年間で50億円程度の投資を実施予定です。投資コストは各会計年度で費用化することを前提としています。
※2010年3月期、2012年3月期のグラフはすべて中間値で表示しています。

20,000

15,000

10,000

5,000

単位：百万円

2009年3月期2008年3月期 2010年3月期

9,000

6,000

3,000

0

単位：百万円

売上高 営業利益
投資フェーズ：集中的な先行投資を実施

売上高 計画値

営業利益 計画値

2010年3月期 計画値
売上高：100～120億円
営業利益：25～30億円
売上高営業利益率：24％

第二次中期事業計画 計画値（2006年11月策定）

2011年3月期 2012年3月期

収穫フェーズ：高収益化へ

2012年3月期 計画値
売上高：150～200億円
営業利益：50～60億円
売上高営業利益率：30％
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第二次中期事業計画の成長戦略

［ 既存事業領域 ］ ［ 新規事業領域］

（ユニバーサル・マーケット・サービス事業）（システム・インテグレーション事業）

50～60億円
（2012年3月時点の月額売上高：4.5億円）

5年間の売上高年間平均成長率

（開発リソースをUMS事業に集中投下）

2012年3月期売上高目標

15%

金融フロンティア領域

2012年3月期売上総利益目標

30億円台

2012年3月期売上総利益目標

30億円台
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UMS(サービス）月額売上高の推移

月額：3.7億円

※基本料金とは、あらかじめ顧客と契約をした定額料金です。
※インセンティブとは、「手数料収入課金」などサービスを利用することによって生じる顧客の収益に連動する料金です。
※年換算値は、月額売上高の値を12倍して算出したものです 。
※2010年3月見通しは、2009年5月時点の契約済案件から計上しています。

500

400

300

200

100

0

10年3月
（見通し）

12年3月
（計画値）

～ ～

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 09年
1月

2月 3月08年
3月

450
～ ～

37０

単位：百万円

85

103
116 123

165
180 180 180 180 183

167

400

月額：4.0億円
（年換算：48億円）

2010年3月努力目標

2009年3月月額売上高
対前年同月比：126％増
期初見通し⇒1.8億円／期初努力目標⇒2.0億円

2008年3月実績

2009年6月実績

月額：2.5億円
（年換算：30億円）

月額：4.5億円
（年換算：54億円）

2012年3月計画値

月額：1.0億円
（年換算：12億円）

2009年5月時点で契約している案件がすべて
サービスインした場合の月額売上高見通し

基本料金＋インセンティブ（固定）

インセンティブ(変動）

118 119

91

58 55 58 54
62

124

147

188

256

238 239236 234
245

（年換算：44億円）

2010年3月見通し

努力目標

108
119 

165
69

21
29

46

22

139 44

22

30

4月 5月 6月

182

63

245

184

58

242

186

66

253
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2010年3月時点 UMS(サービス）売上予測構成比

2010年3月時点/予測値構成比

2009年5月時点の契約済案件がすべて
サービスインした場合の月額売上予測値

予測値：月額3.7億円
（年換算：44億円）

SPRINTサービス合計

予測値：月額3.0億円

為替株式

CFD
債券

（年換算：36億円）

大証FX関連サービス

予測値：月額0.5億円
（年換算：6.9億円）

為替証拠金取引専業業者への売上は「バイサイド・その他」に分類為替証拠金取引専業業者への売上は「バイサイド・その他」に分類
2009年7月サービスイン予定の大証FX関連の売上が

2010年3月時点のUMS（サービス）月額売上高に大きく寄与する見通し

※1 大証FXとは、大阪証券取引所が2009年7月に創設を予定している取引所FXを指します。
2010年3月時点の大証FXサービスの売上予想値は、取引所向けサービスとFX事業者向けサービスから計上予定の収益を合計した予測値となります。

当初半年程度は取引量を保守的に見ており、今期の売上総利益率は低めになると予想しています（詳しくは参考資料「 2010年3月時点 大証FX関連サー

ビス売上予測について」をご参照ください）
※2 CFDとはContract for differenceの略称で、様々な金融商品の差額売買を証拠金によって行う差金決済取引を指します。

※1 

※2 
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第二次中期事業計画 進捗状況

20,000

15,000

10,000

5,000

6,000

4,500

3,000

1,500
2012年
3月期

2008年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

2010年
3月期

2012年
3月期

2008年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

2010年
3月期

単位：百万円 売上高 進捗状況 単位：百万円 営業利益 進捗状況

売上高は1年前倒しのペースで進捗中

2010年3月期
計画値

100～120億円

2012年3月期
計画値

50～60億円

2010年3月期
計画値

25～30億円

2012年3月期
計画値

150～200億円

計画値※

※計画値は、2006年11月に策定した第二次中期事業計画の計画値です。
※2010年3月期、2012年3月期のグラフはすべて中間値で表示しています。
※2010年3月期、2009年3月期の売上高・営業利益の計画値は、上限値を目標、下限値を株主の皆様に対する公約・責務（コミットメント）としています。

利益は計画上限値をわずかに超える予定

11,942

8,128
2,522

2,081
実績値

14,500
（期初予想）

3,030
（期初予想）

期初予想
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ストック型収益の売上高・売上総利益の推移

単位：百万円 単位：%ストック型収益 売上総利益の推移

2007年3月期

900

2009年3月期

2,156

2008年3月期

1,399

40

20

0

通期売上総利益のうち
ストック型収益が
占める割合

34.4%
38.1%

43.4%

※ストック型収益とは、保守とUMS（サービス）を合計した安定的に計上できる売上高/利益を指します。

保守

UMS(サービス)

ストック型収益 売上高の推移

6.000

4,000

2,000

0

単位：百万円

2007年3月期

1,724

2008年3月期

2,403

2009年3月期

4,022

単位：%

40

20

0

25.5%
29.5%

33.6%

通期売上高のうち
ストック型収益が
占める割合

為替証拠金取引専業業者への売上は「バイサイド・その他」に分類為替証拠金取引専業業者への売上は「バイサイド・その他」に分類ストック型ビジネスである保守とUMS（サービス）が順調に伸びる

通期売上高・売上総利益のうち、ストック型収益が占める割合が増加

362

538

1,262

893

631

768

623

1,101

1,119

1,283 2,389

1,633

3,000

2,000

1,000

0



参考資料
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2010年3月時点 大証FX関連サービス売上予測について

※1 占有率は、2009年5月時点で当社がサービス提供を予定している合計8社のFX事業者の事業規模から算出しています。

※2 東京金融取引所の「くりっく365 全通貨取引数量／建玉推移」http://www.click365.jp/statistics/data/monthlyfx.xlsから当社が作成したものです。

600

400

200

0

単位：万枚

取引数量

05年
7月

予測にあたっての前提
取引所向けサービス・FX事業者向けサービスの双方から売上を計上予定

FX事業者向けサービスからの売上予想については、当社サービスを利用した取引が

大証FX取引全体の65 %を占めると仮定 ※1

売上計上の際、係数となる取引数量には取引所FX取引「くりっく365」の取引実績を参考に当社算出

2010年3月時点の大証FX関連売上予測シナリオくりっく365/月間取引数量の推移※2

シナリオ2：18ヶ月目

200万枚突破
2007年1月：226万枚

シナリオ3：45ヶ月目

500万枚突破
2009年3月：530万枚

シナリオ1：9ヵ月目

67万枚
2006年3月

07年
1月

2010年3月時点の売上予想にはシナリオ1を採用

当初半年程度は取引量を保守的に見積る

09年
3月

06年
3月

14,900万円
（年換算：17.8億円）

シナリオ2：200万枚

シナリオ1：67万枚

8,500万円
（年換算：10.2億円）

5,800万円
（年換算：6.9億円）

シナリオ3：500万枚
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ホームページのご紹介

http://www.simplex-tech.co.jp/

本資料に掲載されている当社の計画、見通し、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しと
なります。現在入手可能な情報から得られた当社の経営判断に基づくものであり、リスクや不確実性を含んでおり、実際
の業績は、当社の見通しと異なる可能性があります。また、本資料は投資勧誘を目的としたものではなく、銘柄の選択、
投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。

当社のホームページでは株主・投資家の
みなさまの利便性や情報提供の即時性を
考慮し、最新のリリースや財務情報、決
算公告、その他IR関連の資料掲載、IRブロ
グを掲載しております。是非ご覧下さい。


